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2概要
1962年、Giacconiらはロケット実験を行い、太陽系外の X線源 ScorpiusX-1を発見した。さらに、そ
れと同時に、空全体がX線で一様に光っていることを突き止めた。この宇宙空間をあらゆる方向に飛び
交う X線は、宇宙 X線背景放射（Cosmic X-ray Background；CXB）とよばれ、発見以後 50年以上、
研究が続けられている。1974年には、SchwartzとGurskyらの研究から、CXBの起源が問題になった。
これは、宇宙空間のX線強度と全銀河の表面輝度を足し合わせた値が、大きく食い違ったためである。
その後、ROSAT衛星や Chandra衛星の観測により、CXBのほとんどの起源が、遠方の活動銀河核
（Active Galactic Nuclei；AGN）を主とする暗いX線源の重ね合わせであると判明した。しかし、CXB
は検出器起源の非X線バックグラウンド（Non X-ray Background；NXB）に埋もれやすいため、全強
度に 10-20%が不定性がある。つまり、CXBの起源の 10-20%は、AGNの重ね合わせで説明できるか判
明していないと言える。
2005年に打ち上げられた日本の X線天文衛星「すざく」には、X線 CCDカメラ（X-ray Imaging
Spectrometer；XIS）が搭載されている。「すざく」のXISの特徴のひとつに、NXBを高い精度で見積
もれる点が挙げられる。これは、「すざく」衛星が約 570kmの低い高度を周回しており、NXBが安定し
ていることが主な要因である。以上より、「すざく」のXISは CXBの解析に適した観測器と言える。
Lockman Holeは周辺に X線で明るい天体の少ない CXBの解析に適した領域である。本研究では、
「すざく」が 2005 - 2010年に Lockman Hole周辺を観測したXISデータのうち、観測時間が 20000 sを
こえるものを解析データとした。データセットは各年 1観測ずつの計 6セットである。
また、解析データのイベントのうち、（1）ASCA Gradeが 0,2,3,4,6であること、（2）「すざく」が SAA
通過中もしくはその直後でないこと、（3）「すざく」が姿勢制御中でないこと、（4）「すざく」とターゲッ
トの間に地球が存在しないこと、イベントステータスが 524288より小さいことの 5つの条件を満たす
イベントを、CXBイベントとした。さらに、エディットモードが 3£3以外のイベントファイルは、3£3
に変換し、観測時間帯とセンサーが同じイベントファイルと結合した。この CXBデータをもとに作成
した 0.5 - 5.0 keVのCXBスペクトルを、pegwrlw+apec1+apec2モデルで再現し、適合性を検証した。
その結果、「あすか」のCXBの全天観測を行った際の photon index ¡=1.412（Kushino et.al. , 2002）
と非常に近い photon index ¡=1.410が得られた。また、2005年を除く 2006年以降のCXB強度はほと
んど変動していないことがわかった。以上から、Lockman Hole領域について、「すざく」衛星による質
の良い CXBスペクトルを得ることができた。
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5第1章 イントロダクション
1.1 宇宙X線背景放射の概要
1962年、Giacconiらはロケット実験を行い、太陽系外の X線源 Scorpius X-1を発見した。さらに、
それと同時に、空全体がX線で一様に光っていることを突き止めた。この宇宙空間をあらゆる方向に飛
び交うX線は、宇宙X線背景放射（Cosmic X-ray Background、以下CXB）とよばれ、発見以後 50年
以上、研究が続けられている。
1974年、SchwartzとGurskyは、宇宙空間における 2-10keVの散乱X線の強度を、全空間角度方向に
足し合わせることで、その表面輝度を算出した。結果は、7£ 10¡7 erg cm¡2 s¡1（5.6 £ 10¡8 erg cm¡2
s¡1 sr¡1）となり、銀河の表面輝度を同様に足し合わせた値の 10倍以上であった。このことから、CXB
の起源は、銀河系外に存在すると考えられている。
図 1.1は、銀河系外のスペクトルをおおまかに示したものである。CXBのエネルギー領域は、1keV-
10MeVで、5桁以上の幅がある。
図 1.1: Giacconiらがロケット実験で測定した X線のカウント数。Scorpius X-1が出す X線以外にも、
多数のX線カウントが見てとれる。
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図 1.2: 宇宙背景放射のスペクトルを Hauser、Dwek（2001）から引用した。CRBは ¹I¹ / ¹0:3 の関
数で、170cmの Bridle valueで表される。宇宙マイクロ波背景放射（Cosmic Microwave Background；
CMB）は 2.725Kの黒体輻射モデルで表される。紫外線（CUVOB）、赤外線（CIB）は概略図である。
CXBはWuら（1991）のデータから取得し、曲線部分はFabian、Barcons（1992）の解析結果をまとめ
た。ガンマ線背景放射（Cosmic °-ray Background；CGB）は Streekumarらの power-lawスペクトル
を引用した。
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1.2 宇宙X線背景放射の起源
1.2.1 熱的プラズマ起源
CXBは当初、宇宙を一様に満たす熱的プラズマを起源とする可能性が指摘されていた。これは、2-
60keVの CXBスペクトルが、40keVの熱制動放射スペクトルと良く合っていたからである。しかし、
1989年に打ち上げられた COBE衛星の CMBの精密観測の結果、スペクトル中に、コンプトン散乱に
よる成分がほとんど見られなかった。そのため、現在では宇宙を満たす熱的プラズマの可能性はないと
考えられている。
1.2.2 微小X線点源起源
現在では、X線観測装置の感度が向上したことで、ほとんどのCXBは、微小なX線源から放射され
たものであると判明している。1993年、Hasingerらは、ROSAT衛星の観測結果を解析し、2keV以上の
CXBのかなりの割合が、微小なX線源から放射されたものであると突き止めた。1999年に打ち上げら
れたChandra衛星には、秒角を切る位置分解能をもつX線CCDカメラが搭載されている。Mushotzky
らは、Chandra衛星の観測結果を解析し、2keV以上のCXBの 60-90%も同様の起源をもつことを解明
した。
図 1.3: XMM - Newton（角分解能 ～20"）が Lock-
man Holeを 800ks観測したイメージ（0.5 - 2.0 , 2.0
- 4.5 , 4.5 - 10keVの三色合成画像）
図 1.4: Chandra（角分解能 ～0.5"）が CDFS を
940ks観測したイメージ（0.3 - 1.0 , 1.0 - 2.0 , 2.0 -
7.0keVの三色合成画像）
1.2.3 電荷交換起源
1keV以下の低エネルギー CXBの起源として、電荷交換による X線放射が考えられる。電荷交換と
は、中性子原子から剥がれた電子が別の中性子原子に移動することを指す。この低いエネルギー状態に
落ちる過程で、X線が放射される。そのため、太陽風の高電離イオンと彗星の中性子物質の間で、電荷
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交換が起こる過程で放射されるX線も、CXBの起源になると考えられる。
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2.1 すざく衛星
すざく衛星は、JAXAをはじめとする日本の研究機関、大学、NASA、ESA が共同開発した日本で 5
番目のX線天文衛星である。2005年 7月 10日、内之浦スペースセンターから JAXAのM-V6ロケット
と共に打ち上げられた。現在は、高度約 570kmの上空を傾斜角 31°を保ちながら、92分周期の楕円軌
道で周回している。
すざく衛星では、5つのX線ミラーがEOBの上部に搭載されており、5つの平面撮像型検出器と硬X
線検出器が、ベースパネルに搭載されている (figure1; 2)。また、衛星の全長は太陽光パネルを開いた
状態で 6.5mである。衛星の共通機器や計測器などは、サイドパネルに取り付けられている。
すざくには、3つのジャイロスコープと 2つのスタートラックが搭載されており、これにより姿勢を
測定できる。さらに測定データを基に、衛星に内蔵された 4つのリアクションホイールにより姿勢が制
御される。その際、蓄積した角運動量は地球磁場との相互作用で生じる磁気トルクにより除去される。
ターゲットが地球の裏側に隠れている場合は観測出来ないが、軌道の極方向のターゲットに限り継続
的な観測が可能である。以上のことから衛星の観測効率は 43%となっている。
図 2.1: 軌道上でのすざくの模式図。太陽電池パドル
で伸縮する光学ベンチ（EOB）が展開した状態。X線
検出器（X-ray Spectrometer）用のX線望遠鏡（X-
ray Telescope , XRT-S）とX線CCDカメラ（XIS）
用のX線望遠鏡（XRT-Is）が見てとれる。
図 2.2: EOB展開後のすざくの内部構造
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2.2 XIS
2.2.1 XISの概要
すざくのXISはシリコン製の半導体検出器である。これは、ASCAのSISや、ChndraのACIS、XMM-
NewtonのEPICに搭載されたものと同じタイプの検出器である。XISは全部で4つ（XIS-0, XIS-1, XIS-2,
XIS-3）あり、これらはそれぞれX線望遠鏡（XRT-0, XRT-1, XRT-2, XRT-3）の焦点面に設置されて
いる。
4つのXISのうち、XIS-0,2,3は表面照射型（front-illuminated、FI）CCDであり、XIS-1のみ裏面照
射型（back-illuminated、BI）CCDである。低エネルギーX線は、電極や絶縁体で吸収されるため、入
射 X線方向に電極がある FI CCDに比べ、反対側に電極がある BI CCDの方が、低エネルギーの検出
効率が高い。
CCDカメラのチップは 1024x1024ピクセルのアレイ構造をしており、17.8'x17.8の領域をカバーして
いる。各ピクセルは 24¹m£24¹mの正方形で、CCD全体で 25mmx25mmとなっている。
図 2.3: XISの外観
図 2.4: 入射X線エネルギーに対する、FI CCD,BI CCD +XRT
系の有効面積
表 2.1: XISの基本性能
視野 17.8'£17.8'
エネルギー領域 0.2 - 12keV
ピクセルグリッド 1024£1024
エネルギー分解能 »130eV at 6keV (FWHM)
有効面積 330cm2 (FI) , 370cm2 (BI) at 1.5keV
(+ XRT-1) 160cm2 (FI) , 110cm2 (BI) at 8keV
時間分解能 8s (ノーマルモード) , 7.8ms (P-sum モード)
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2.2.2 XISの検出原理
XISのピクセルにX線が入射すると、一定確率で光電吸収が起こる。その際、発生した光電子は、Si
原子と衝突を繰りかえしエネルギーを失いながら、電子正孔対を生成する。入射X線のエネルギーをE、
光電子の束縛エネルギーを E'、電子正孔対の数をNとすると
N =
E ¡ E0
W
(2.1)
であらわせる。ここでWは、電子正孔対をひとつ生成するのに必要なエネルギーで、Siの場合は、»3.5eV
である。こうしてできた一次電子雲を検出することで入射X線のエネルギーを知ることができる。
生成した一次電子雲は、自らの熱運動で熱拡散しながら、電場によって電極側にドリフトする。XIS
FI、BIそれぞれがX線を捕らえた様子を、模式的に示したのが図 2.4である。
図 2.5: FI CCD（左）、BI CCD（右）がX線を捕らえる様子を模式的に示した。
このように FIとBIは、X線の検出方法が異なるため、異なる特性をもつ。FIは、低エネルギーX線
を、電極付近で検出するため、低エネルギー側のエネルギー分解能がすぐれている。しかし、低エネル
ギー X線のほとんどは、電極や絶縁層に吸収されるため、検出効率が悪い。一方 BIは、高エネルギー
X線を電極付近で検出するため、高エネルギー側のエネルギー分解能がすぐれている。また、電極や絶
縁層が裏面に搭載されているため、低エネルギー側の検出効率も高い。ただし、電極までの空乏層が完
全でないと、検出効率が低くなることもある。
こうして蓄積された電子は、1ピクセルごとに読み出され、読み出し口に転送される。さらに、読み
出し口から、FETに送信され電圧に変換される。そして、プレアンプ、フィルターアンプを経て ADC
へ送られる。
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2.2.3 XISの編集モード
XISの観測モードは、Clockモードと Editモードのふたつのモードの組み合わせで定義される。
Clockモード
Clockモードは、ピクセルの読み出し方法を決定するモードであり、Nomalモードと Pararel sum
（P-sum）モードの 2つがある。Normalモードは、CCDのすべてのピクセルを 8秒周期で読み出すモー
ドである。この場合、露光時間は 8秒となる。また、Normalモードでは、観測に応じてBurstもしくは
Windowの、2つのオプションをつけられる。Burstは、デッドタイムをもうけ、X線のパイルアップを
防ぐオプションである。そのため、明るいソースの観測に有効である。一方、Windowは、CCDの範囲
を指定し、その中のピクセルのみ短い周期で読み出すオプションである。これは、空間的な広がりの小
さいソースの観測に有効である。
P-sumモードは、ピクセルの波高値を縦方向に足し合わせ、合計を一列ずつ読み出すモードである。
これにより、縦方向の位置情報を失うが、時間分解能は 8/1024 s »7.8 ms で、Normalモードの分解能
より優れる。
Editモード
Editモードは、イベントの検出方法を指定し、地上に送るXISデータのフォーマットを決定するモー
ドである。Normal Clockモードでは、Editモードを 5£5 , 3£3 , 2£2モードのいずれかに、Normal
P-Sumモードでは、Timing モードに指定できる。
5£5（3£3 , 2£2）モードは、イベント検出時にもっとも明るいピクセルを中心に、5£5（3£3 , 2£2）
の波高値を地上に送るモードである。Timing モードは波高値とグレードを地上に送るモードである。こ
のとき、波高値の大きい 3つのピクセルが、いずれもしきい値より大きければ、3つを足した値が波高
値となる。なお、Timing モードでは、Burst , Windowオプションを指定できない。
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2.2.4 すざくXISの特徴
すざくの優れた特徴のひとつに、バックグラウンドが非常に小さいことが挙げられる。これは、当時
打ち上げられていた 2つの人工衛星XMM-Newtonと Chandraに対し相補的になるようデザインされ、
低い高度（»570km）を周回しているためである。図 hogeは、0.5 - 10keVにおけるバックグラウンド
のカウントレートを示したものである。この中では、ASCAの SISが最小であるが、すざくのバックグ
ラウンドはこれに匹敵する小ささである。
さらに、XISの CCDは 1keV以下の X線に対するエネルギー応答が優れている。これにより、単色
X線のテールが小さくなり、低エネルギーラインも正確に識別することができる。
以上のことから、すざくXISは CXBの解析に最適な検出器と言える。
図 2.6: XISのバックグラウンド。有効面積と視野角で規格化されている。また、比較のため、あすか、
Chandra、XMM-Newtonのバックグラウンドも記載している。
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第3章 解析
3.1 解析準備
3.1.1 観測の選別
今回は、すざく衛星が 2005年から 2009年に Lockman Hole周辺を観測したデータのうち、観測時間
が 20000 s をこえる、全 5セットの観測を解析した（表 3.1）。
Lockman Hole周辺をえらぶ理由は 2つある。ひとつは、Lockman Hole周辺が、中性水素によるX線
吸収が少ない、水素柱密度が小さい（NH = 5.7 £1019 cm¡2）領域だからである。もうひとつは、XIS
で毎年観測される領域だからである。また、観測時間が 20000 s以上の領域をえらぶ理由は、スペクト
ルフィットにある程度イベント数が必要だからである。
なお、表 3.1の 2007年以降の XIS2の観測時間の記載がないのは、XIS2のセンサーが小隕石との衝
突で壊れたためである。
表 3.1: 解析データリスト
Field Name Data Exposure（sec） Euler-Angles
yy/mm/dd START-END XIS0 XIS1 XIS2 XIS3 Á µ Ã
Lockman Hole 05/11/17 05:41-19:55 49,246 49,310 49,278 49,286 163.41 32.39 330.39
06/05/17 17:44-19:03 21,352 21,352 21,352 21,352 162.94 32.74 168.13
07/05/03-04 23:12-02:00 68,881 68,882 - 68,874 162.94 32.74 130.49
08/05/18-19 11:07-01:16 73,309 73,309 - 73,309 162.94 32.74 168.47
09/06/12-13 07:17-01:31 71,404 71,404 - 71,404 162.93 32.75 168.47
3.1.2 イベントの選別
観測は、CXBの解析に不要なイベントや時間帯を含むため、これをとりのぞく必要がある。今回は、
（1）すざくが南大西洋異常帯（South Atlantic Anomary；SAA）通過時、もしくは、その直後でないこ
と、（2）すざくが姿勢制御中でないこと、（3）すざくとターゲットの間に、地球が存在しないこと、（4）
XISの Clockモードが Normalで、Editモードが 5£5 もしくは、3£3であること、（5）ASCA Grade
= 0 , 2 , 3 , 4, 6であること、（6）EVENT STATUS · 52487 であること、の計 6つを条件に、スク
リーニングをおこない、イベントを抽出した。
南大西洋異常帯（South Atlantic Anomary；SAA）
SAAは、南緯 31°のブラジル - 大西洋上空に位置する地磁気のシールドが弱い領域である。そのた
め、SAAでは陽子の層が形成され、強い放射線が存在する領域となる。また陽子は検出器と反応し、放
射線同位体を形成する。以上より、SAA通過時とその直後は解析に適さないため、除外した。
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図 3.1: SAA
マヌーバタイム
衛星が姿勢を変えている時間帯（マヌーバタイム）は、解析に適さないため除外した。
すざく - ターゲット間に地球が存在する時間帯
衛星は地球の周りを周回しているため、角度によっては地球がターゲットとの間に入ってターゲット
を観測できていない時がある。よって elevation でカットし (ELV· 5 , DYE ELV·20)、この時間帯を
除去した。
XISモード
XISの観測モードは、ClockモードとEditモードのふたつの異なるモードの組み合わせで定義される。
Lockman Hole周辺には、イベントがパイルアップするほどの明るい線源がないため、Clockモードが
Normal（Burst , Windowオプションなし）のデータのみ解析を行った。また、センサーごとの特性を
知るため、Editモード 5£5のデータを、Editモード 3£3のデータに変換し、もとから 3£3のデータと
結合した。
ASCA Grade
ASCA Grade法は、照射パターンに応じてイベントを分類する方法である。XISは、X線だけでなく、
宇宙線などの高エネルギー粒子も検出するため、ASCA Gradeに基準をもうけ、X線イベントを抽出す
る必要がある。
ASCA Grade法ではまず、（1）設定したしきい値より高く、（2）自分を中心とした 3£3（もしくは
5£5）ピクセルより高い波高値をもつピクセルを、中心ピクセルと設定する。さらに、中心ピクセル周辺
の 3£3（5£5）ピクセルのうち、どのピクセルがしきい値を超えているかの分布に応じて、イベントを
Gradeに分類する。今回は、Grade 0, 2, 3, 4, 6 をX線イベントとして抽出した。なお、宇宙線などは、
広がりをもった一次電子雲を形成するため、Grade 7に分類され、X線イベントとして抽出されない。
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図 3.2: XIS Grade法。Grade 0,1,2,3,4,5,6のいずれにも当てはまらないイベントは、Grade 7に分類さ
れX線イベントとして抽出されない。
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EVENT STATUS
XISは較正用のX線源（55Fe）が出す»5.9keVの較正X線も検出する。今回は、EVENT STATUS·
52487とし、これを取り除いた。
3.1.3 すざくの観測視野
解析前に、すざくが捉えた Lockman Hole周辺の観測視野を、各年ごとに確認した。その結果、2005
年のみ他の年と視野がずれており、その視野内に複数の明るいX線源があると確認した。（図 3.3）これ
については、4.3章で議論する。また、2006 - 2009年の視野は、ほとんど重なっており、年によるちが
いはほとんど見られなかった。（図 3.4）
なお、図 3.3 , 3.4のイメージはすべてXIS - 0の観測視野である。また、図 3.3 は、3.1.2章で述べた
イベントの選別前、図 3.4は、イベント選別後に、エネルギーバンドを 0.5 - 5.0keVとしたイメージで
ある。
図 3.3: LockmanHole 051117イベントの視野を赤線で示した。青線で示した他の年のイベントの視野と
重なりがないことから、明るいX線源は、05年のイベントにのみ含まれる。
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図 3.4: すざくが捉えた 05 - 09年の Lockman Hole
周辺の観測視野。2005年のイメージには複数の明る
い X線源がみえる。2006 - 2009年の観測イメージ
は、年による大きなちがいはなかった。5つのイメー
ジは、各年の XIS - 0の観測について、1.2章で述
べたイベント抽出をおこない、エネルギーバンドを
0.5 - 5.0keVとして作成した。XIS - 1,2,3のイメー
ジは、付録Aを参照
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3.2 解析
3.2.1 NXBスペクトルの作成
非X線バックグラウンド（Non X-ray Background；NXB）は、宇宙線がすざく構成物に衝突して出
る 2次ガンマ線が、検出器を通過して出るイベントである。すざくの NXBは夜地球の観測から精度よ
く見積もれる。今回は、CCDの経年劣化を考慮し、観測日の -150 » +150日の夜地球の観測を利用し、
各年のXISごとにNXBスペクトルを作成した。なお、スペクトルの作成には xisnxbgenツールを用い
た。
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図 3.5: NXB差し引き前後のスペクトルの比較。黒がNXB差し引き前、緑がNXB、赤がNXB差し引
き後のスペクトルである。これらのスペクトルは、2006年 XIS - 0のデータをもとに作成した。
3.2.2 応答関数の作成
スペクトルのモデルフィットに必要な 2 つの応答関数、Responce Matrix File（rmf）と Auxiliary
Response File（arf）を作成した。これらの詳細を以下に記す。
rmf
rmfは、イベントの波高値とエネルギーを対応する行列である。今回は、xisrmfgenツールを利用し、
各年のXISセンサーごとに、スペクトルから rmfを作成した。
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arf
arfは、X線望遠鏡 + XIS系のエネルギーごとの有効面積をあらわす関数である。今回、CXBは視野
に一様に広がるX線とし、これを検出器全面で受光する場合を想定した。そこで、xissimarfgenツール
を利用し、半径 200の円領域に光子 200,000個を降らせるモンテカルロシミュレーションで、arfを作成
した。これも rmf同様、各年のXISセンサーごとに、スペクトルから作成した。
3.2.3 スペクトルの足し合わせ
各年のXISセンサーごとのスペクトルのほか、FI（0,2,3）を足し合わせたスペクトルも作成した。さ
らに、（1）XISのセンサーごとのスペクトル、（2）XIS FI（0+2+3）のスペクトルのモデルフィットと、
（3）XIS 1とXIS F Iの 同時フィットを行い、モデルのフリーパラメータと Â2/d.o.fを確認した。モデ
ルとフリーパラメータについては、次説で説明する。
3.2.4 スペクトルフィット
スペクトルを定量的に議論するには、X線の放射メカニズムに対応するモデルでフィットし、フリー
パラメータや Â2/d.o.fをみる必要がある。今回は、以下の 4つのX線放射メカニズムに対応するモデル
を足し合わせたモデルを採用した。
ひとつは、ローカルホットバブルが出す X線である。これは、kT = 80eV , Abundance = 1 , Red
shift = 0の電離平衡の熱的プラズマモデル apecモデルで再現できる。二つ目は、太陽系の電荷交換で出
るX線である。これも、kT = 80eV , Abundance = 1 , Red shift = 0の apecモデルで再現できる。三
つ目は、銀河系をとりまくミルキーウェイハローが出すX線である。これは、kT = 300eV , Abundance
= 1 , Red shift = 0の apecモデルで再現できる。四つ目は、星間吸収を受けた CXBが出す X線であ
る。これは、星間吸収量 NH = 5.7 £ 1019 cm¡2の吸収ベキ乗モデルwabs * （pegpwrlw）モデルで再
現できる。
以上より、今回はフィットモデルとして、2つの電離平衡の熱的プラズマモデルと吸収ベキ乗モデル
を足した apec1 + apec2 + wabs * （pegpwrlw）を採用した。なお、フリーパラメータは、apec 1,2の
°ux、CXBの photon index ¡、2 - 10keVの °ux FX の計 4つである。本研究の目的は、¡と FX を確
認することだが、apec 1,2の °uxも念のため確認した。
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図 3.6: apec1 + apec2 + wabs * （pegpwrlw）モデルによるスペクトルフィット。緑が apec1（ローカ
ルホットバブルや太陽風の電荷交換で出るX線）、青が apec2（ミルキーウェイハローが出すX線）、赤
が wabs * （pegpwrlw）（星間吸収を受けた CXBが出す X線）を示す。なお、スペクトルは、2006年
のXIS0から作成した。
図 3.7: モデルの固定パラメータ
model parameter value
apec1 kT（keV） 0.08
Abundance 1.0
Redshift 0
apec2 kT（keV） 0.3
Abundance 1.0
Redshift 0
wabs nH 5.7£ 1019
pegpwrlw Energy Max（keV） 10.0
Energy min（keV） 2.0
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第4章 議論
4.1 スペクトルフィット結果
各年の観測から作成した FI（XIS 0+2+3）、BI（XIS 1）のスペクトルを、apec1 +apec2 + wabs *
（pegpwrlw）モデルで同時フィットし、（1）Photon Inex：¡、（2）2 - 10keVの CXBの °ux：FX （3）
apec1の °ux、（4）apec2の °ux、（5）Â2/d.o.fを確認した。
その結果、（1）»（4）のどのパラメータも、2006 - 09年で、有意な変動はなかった。また、2006 - 09
年の ¡ = 1:375§ 0:040、FX =（6:57§ 0:27）£ 10¡8（erg s¡1 sr¡1 cm¡2）は、あすかGISの CXB観
測（Kushino et.al. 2002）の結果 ¡ = 1:410§ 0:007§ 0:025、FX =（6:38§ 0:04§ 0:64）£ 10¡8 （erg
s¡1 sr¡1 cm¡2）と統計誤差内で一致した。
なお、図 4.1の赤の実線と破線はそれぞれ、NXBの寄与を §5%、§3%変動させたときの、各パラ
メータの変動をしめす。また、2005年のパラメータが他の年と大きくずれる原因は、4.3で考察する。
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図 4.1: ¡、FX の時間変動。緑の破線は、各値の平均値を示す。また、赤の破線は、NXBの寄与を§3%
変動させた値、赤線は、NXBの寄与を§5%変動させた値である。
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図 4.2: apec1、apec2の °uxの時間変動。緑の破線は、各値の平均値を示す。また、赤の破線は、NXB
の寄与を§3%変動させた値、赤線は、NXBの寄与を§5%変動させた値である。
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図 4.3: Â2/d.o.f. の時間変動。緑の破線は、各値の平均値、赤の破線と赤線はそれぞれ、NXBの寄与
を+3% , +5%増加させたときの平均値である。
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4.2 NXBの変化割合とÂ2/d.o.fの関係
NXBの変化割合がフィット精度にどの程度影響するかしらべるため、各年のスペクトルのNXBの寄
与を§3%、§5%変化させたときの Â2/d.o.fを確認した（図 4.4）。その結果、NXBの見積もりは数%
レベルで適正だが、やや過小評価ぎみと分かった。
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図 4.4: NXBの寄与を+3% , +5%変化させたときの Â2/d.o.f. 。この値が 1に近いほど、精度よくフィッ
トできたといえる。黒の実線が 2005年、黒の破線が 2006年、赤の実線が 2007年、赤の破線が 2008年、
緑の実線が 2009年の値を示す。
表 4.1: フィット結果のまとめ
すざく あすか
NXB §0% NXB +3% NXB §0%
¡ 1.375 § 0.040 1.460 § 0.040 1.410 § 0.007 § 0.025
FX（10¡8cm¡2s¡1sr¡1） 6.57 § 0.27 5.82 § 0.28 6.38 § 0.04 § 0.64
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4.3 05年視野内の明るいX線源
Lockman Hole 05/11/17の各センサーのイメージ（図A 1 - 4）の中心付近に、明るいX線源がみえ
る。この X線源が CXBに与える影響を調べるため、（1）2.0 - 10.0keVの °ux、（2）0.5 - 10.0keVを
pegpwrlwモデルでフィットしたときのフリーパラメータ、（3）Â2、（4）d.o.fを確認した。
明るいX線源の抽出
Lockman Hole 05/11/17の各センサーのイベントファイルに、3章で述べたスクリーニングをおこな
い、（RA , DEC）=（10h53m17s , +57±35048"）を中心に半径 1".39の円領域を抽出した。（図D.1 - 4）
また、このX線源が他の年の視野からは外れていることも確認した。
図 4.5: LockmanHole 051117の XIS0のイベントファイルから作成したイメージ。（左）X線源抽出前
の LockmanHole周辺のイメージと（右）抽出した X線源のイメージ。XIS-1 , 2 , 3 のイメージは、付
録 Aに記載した。
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pegpwrlwモデルによるスペクトルフィット
抽出したX線イベントをもとに作成したスペクトルについて、0.5 - 10.0keVを pegpwrlwモデルでフィッ
トし、フリーパラメータ、Â2、d.o.f、モデルから推定される °uxを確認した。なお、バックグラウンド
スペクトルは、（RA , DEC）=（10h53m17s , +57±35048"）を中心に半径 2".18の円領域から半径 1".39
の円領域を取り除いた円環領域のスペクトルとした。また、CXBの解析と同様、パラメータ wabs nH
= 5.7£1019 で固定した。作成したX線源のスペクトルを以下に示す。
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図 4.6: （左）FI（XIS 0+2+3）で観測した明るいX線源のスペクトル。（右）BI（XIS 1）で観測した
明るいX線源のスペクトル。どちらも 0.5 - 10.0keVのエネルギー領域を pegpwrlwモデルでフィットし
た。個別のXISが観測したスペクトルは、付録 Cに添付する。
表 4.2: 抽出した明るいX線源のパラメータなど
norm °ux
XIS Photon index ¡ （10¡12 erg cm¡2 s¡1） Â2 d.o.f （2.0 - 10.0keV）
0 1.73+0:18¡0:17 0.12
+0:03
¡0:02 225.63 208 1.22£10¡13
BI（1） 1.69+0:19¡0:18 0.11
+0:03
¡0:03 220.17 208 1.11£10¡13
2 1.84+0:21¡0:19 0.10
+0:02
¡0:02 222.14 208 1.02£10¡13
3 1.70+0:22¡0:21 0.12
+0:03
¡0:03 192.19 208 1.01£10¡13
FI（0+2+3） 1.59+0:13¡0:12 0.13
+0:02
¡0:02 227.20 208 1.26£10¡13
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² 2005 - 09年のすざくXISの Lockman Hole周辺の観測から、CXBを解析した。
² 各年の XIS FI（0+2+3）と BI（1）のスペクトルを、apec1 + apec2 + wabs * （pegpwrlw）モ
デルで同時フィットし、モデルのフリーパラメータと Â2/d.o.f.を確認した。
{ 2006 - 2009年の平均で、¡ = 1:375§ 0:040 , FX =（6:57§ 0:27）£ 10¡8（erg s¡1 sr¡1）だっ
た。これらは、あすかGISの CXB観測の結果（Kushino et.al. 2002）と統計誤差内で一致
した。また、2006 - 09年で、すべてのフリーパラメータの有意な変動はみえなかった。
{ Lockman Hole周辺のNXBの見積もりは、数%レベルで適正だが、やや過小評価ぎみだった。
{ 2005年のフリーパラメータの値が、他の年と大きくずれたが、これは視野内に複数の明るい
X線源があったためと考えられる。
² CXBの強度をより精度よく決定するには、より多くの観測視野の解析が必要である。
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付 録A XISの視野のイメージ
すざくの Lockman Hole周辺の観測から、2005 - 09年の各XISの視野のイメージを確認した。なお、
すべてのイメージは、3.1.2節で述べたイベントの選別後、エネルギーバンドを 0.5 - 5.0keVにしぼった
ものである。また、2005年の観測については、視野内で最も明るいX線源のイメージも作成した。
LockmanHole 051117
図 A.1: XIS 0
図 A.2: XIS1
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図 A.3: XIS2
図 A.4: XIS3
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LockmanHole 060517
図 A.5: XIS0 図 A.6: XIS1
図 A.7: XIS0 図 A.8: XIS1
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LockmanHole 070503
図 A.9: XIS0 図 A.10: XIS1
図 A.11: XIS3
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LockmanHole 080518
図 A.12: XIS0 図 A.13: XIS1
図 A.14: XIS3
36 付 録 A. XISの視野のイメージ
LockmanHole 090612
図 A.15: XIS0 図 A.16: XIS1
図 A.17: XIS3
37
LockmanHole 100611
図 A.18: XIS0 図 A.19: XIS1

39
付 録B スペクトルフィットの結果
40 付 録 B. スペクトルフィットの結果
no
rm
F
ie
ld
N
am
e
yy
/m
m
/d
d
X
IS
N
X
B
¡
ap
ec
1(
10
¡2
)
ap
ec
2(
10
¡4
)
pe
gw
rl
w
Â
2
do
f
L
oc
km
an
H
ol
e
05
/1
1/
17
0
§0
%
1.
48
+
0
:0
5
¡0
:0
5
1.
16
+
0
:3
0
¡0
:3
0
5.
08
+
0
:7
6
¡0
:7
5
9.
08
+
0
:4
8
¡0
:4
7
30
9.
03
22
3
1
§0
%
1.
69
+
0
:0
6
¡0
:0
6
0.
80
+
0
:1
0
¡0
:1
0
2.
78
+
0
:6
1
¡0
:6
0
7.
69
+
0
:5
2
¡0
:5
1
27
7.
17
22
3
2
§0
%
1.
52
+
0
:0
5
¡0
:0
5
0.
91
+
0
:2
9
¡0
:2
9
4.
03
+
0
:7
6
¡0
:7
7
8.
83
+
0
:4
6
¡0
:4
6
26
9.
02
22
3
3
§0
%
1.
57
+
0
:0
5
¡0
:0
5
0.
85
+
0
:3
2
¡0
:3
2
2.
14
+
0
:7
7
¡0
:7
7
8.
57
+
0
:4
5
¡0
:4
5
26
4.
38
22
3
F
I
§0
%
1.
50
+
0
:0
3
¡0
:0
3
0.
82
+
0
1
6
¡0
:1
6
3.
52
+
0
:4
3
¡0
:4
2
9.
08
+
0
:2
9
¡0
:2
8
26
9.
72
22
3
+
5%
1:
61
+
0
:0
3
¡0
:0
3
0.
77
+
0
:0
8
¡0
:0
8
2.
98
+
0
:3
4
¡0
:3
4
7.
79
+
0
:2
5
¡0
:2
4
57
0.
79
44
9
+
3%
1:
56
+
0
:0
3
¡0
:0
3
0.
82
+
0
:0
8
¡0
:0
8
3.
27
+
0
:3
4
¡0
:3
4
8.
43
+
0
:2
5
¡0
:2
5
57
8.
38
44
9
A
L
L
§0
%
1.
54
+
0
:0
3
¡0
:0
3
0.
84
+
0
:0
8
¡0
:0
8
3.
39
+
0
:3
4
¡0
:3
4
8.
71
+
0
:2
6
¡0
:2
5
59
8.
34
44
9
-3
%
1.
52
+
0
:0
3
¡0
:0
3
0.
85
+
0
:0
8
¡0
:0
8
3.
51
+
0
:3
3
¡0
:3
4
8.
97
+
0
:2
6
¡0
:2
6
62
6.
51
44
9
-5
%
1.
50
+
0
:0
3
¡0
:0
3
0.
86
+
0
:0
8
¡0
:0
8
3.
58
+
0
:3
3
¡0
:3
3
9.
14
+
0
:2
6
¡0
:2
6
64
9.
25
44
9
06
/0
5/
17
0
§0
%
1.
43
+
0
:0
1
¡0
:0
1
1.
30
+
0
:3
1
¡0
:3
1
1.
39
+
0
:6
2
¡0
:6
2
6.
58
+
0
:4
3
¡0
:4
2
26
2.
91
22
3
1
§0
%
1.
53
+
0
:0
8
¡0
:0
8
0.
88
+
0
:1
1
¡0
:1
1
1.
32
+
0
:4
9
¡0
:5
1
5.
46
+
0
:5
1
¡0
:4
9
20
8.
52
22
3
2
§0
%
1.
43
+
0
:0
7
¡0
:0
7
0.
76
+
0
:3
1
¡0
:3
1
1.
13
+
0
:6
3
¡0
:6
4
6.
26
+
0
:4
2
¡0
:4
1
24
2.
23
22
3
3
§0
%
1.
30
+
0
:0
6
¡0
:0
6
1.
33
+
0
:3
8
¡0
:3
8
0.
85
+
0
:6
1
¡0
:6
2
7.
39
+
0
:4
6
¡0
:4
5
21
8.
82
22
3
F
I
§0
%
1.
34
+
0
:0
4
¡0
:0
4
0.
94
+
0
:1
7
¡0
:1
7
1.
06
+
0
:3
5
¡0
:3
5
7.
01
+
0
:2
7
¡0
:2
7
21
3.
93
22
3
+
5%
1.
51
+
0
:0
4
¡0
:0
4
0.
92
+
0
:1
0
¡0
:1
0
0.
96
+
0
:2
9
¡0
:3
0
5.
47
+
0
:2
4
¡0
:2
3
83
7.
56
44
9
+
3%
1.
45
+
0
:0
4
¡0
:0
4
0.
93
+
0
:1
0
¡0
:1
0
1.
10
+
0
:2
9
¡0
:2
9
5.
98
+
0
:2
4
¡0
:2
4
60
3.
81
44
9
A
L
L
§0
%
1.
37
+
0
:0
4
¡0
:0
3
0.
95
+
0
:0
9
¡0
:0
9
1.
30
+
0
:2
8
¡0
:2
8
6.
72
+
0
:2
5
¡0
:2
5
44
9.
94
44
9
-3
%
1.
31
+
0
:0
3
¡0
:0
3
0.
96
+
0
:0
9
¡0
:0
9
1.
48
+
0
:2
7
¡0
:2
7
7.
42
+
0
:2
5
¡0
:2
5
49
0.
78
44
9
-5
%
1.
27
+
0
:0
3
¡0
:0
3
0.
97
+
0
:0
9
¡0
:0
9
1.
58
+
0
:2
6
¡0
:2
7
7.
87
+
0
:2
6
¡0
:2
5
60
6.
42
44
9
07
/0
5/
03
0
§0
%
1.
58
+
0
:1
0
¡0
:0
8
0.
31
+
0
:0
3
¡0
:0
0
1.
98
+
0
:3
0
¡0
:3
6
6.
22
+
0
:4
1
¡0
:4
0
29
6.
56
22
3
1
§0
%
1.
52
+
0
:0
8
¡0
:0
8
0.
15
+
0
:0
2
¡0
:0
2
1.
97
+
0
:2
7
¡0
:2
7
7.
26
+
0
:5
4
¡0
:5
2
39
6.
13
22
3
3
§0
%
1.
59
+
0
:0
8
¡0
:0
8
0.
19
+
0
:2
2
¡0
:0
6
1.
55
+
0
:3
3
¡0
:3
5
5.
63
+
0
:3
3
¡0
:3
5
23
6.
93
22
3
F
I
§0
%
1.
56
+
0
:0
6
¡0
:0
6
0.
20
+
0
:1
6
¡0
:0
3
1.
66
+
0
:2
2
¡0
:2
3
6.
03
+
0
:2
9
¡0
:2
9
27
2.
52
22
3
+
5%
1.
50
+
0
:0
4
¡0
:0
4
1.
02
+
0
:2
4
¡0
:2
4
1.
40
+
0
:3
1
¡0
:3
1
5.
08
+
0
:2
4
¡0
:2
4
50
8.
12
44
9
+
3%
1.
44
+
0
:0
4
¡0
:0
4
1.
03
+
0
:1
1
¡0
:1
0
1.
55
+
0
:3
0
¡0
:3
0
5.
57
+
0
:2
5
¡0
:2
4
48
0.
72
44
9
A
L
L
§0
%
1.
36
+
0
:0
4
¡0
:0
4
1.
05
+
0
:1
0
¡0
:1
0
1.
76
+
0
:2
9
¡0
:2
9
6.
27
+
0
:2
5
¡0
:2
5
59
3.
98
44
9
-3
%
1.
29
+
0
:0
4
¡0
:0
4
1.
06
+
0
:1
0
¡0
:1
0
1.
93
+
0
:2
8
¡0
:2
8
6.
94
+
0
:2
6
¡0
:2
5
85
6.
34
44
9
-5
%
1.
25
+ ¡
1.
07
+ ¡
2.
04
+ ¡
7.
36
+ ¡
10
97
.1
3
44
9
表
B
.1
:
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
値
41
no
rm
F
ie
ld
N
am
e
yy
/m
m
/d
d
X
IS
N
X
B
¡
ap
ec
1(
10
¡2
)
ap
ec
2(
10
¡4
)
pe
gw
rl
w
Â
2
do
f
L
oc
km
an
H
ol
e
08
/0
5/
18
0
§0
%
1.
42
+
0
:0
7
¡0
:0
7
1.
94
+
0
:5
6
¡0
:5
6
2.
21
+
0
:7
6
¡0
:7
6
6.
15
+
0
:4
3
¡0
:4
2
20
0.
62
22
3
1
§0
%
1.
42
+
0
:0
8
¡0
:0
8
0.
79
+
0
:1
4
¡0
:1
4
2.
00
+
0
:5
5
¡0
:5
6
6.
69
+
0
:5
5
¡0
:5
3
30
4.
98
22
3
3
§0
%
1.
38
+
0
:0
7
¡0
:0
7
2.
00
+
0
:5
5
¡0
:5
6
1.
73
+
0
:7
4
¡0
:7
4
6.
21
+
0
:4
3
¡0
:4
3
25
3.
35
22
3
F
I
§0
%
1.
58
+
0
:0
6
¡0
:0
7
2.
06
+
0
:5
5
¡0
:5
6
1.
52
+
0
:2
8
¡0
:2
8
6.
19
+
0
:3
2
¡0
:3
1
21
5.
08
22
3
+
5%
1:
55
+
0
:0
5
¡0
:0
5
0.
79
+
0
:1
3
¡0
:1
3
1.
62
+
0
:3
8
¡0
:3
8
5.
02
+
0
:2
6
¡0
:2
6
48
9.
34
44
9
+
3%
1.
48
+
0
:0
5
¡0
:0
4
0.
81
+
0
:1
3
¡0
:1
3
1.
78
+
0
:3
7
¡0
:3
7
5.
54
+
0
:2
7
¡0
:2
7
43
8.
83
44
9
A
L
L
§0
%
1.
39
+
0
:0
4
¡0
:0
4
0.
83
+
0
:1
3
¡0
:1
2
2.
01
+
0
:3
6
¡0
:3
6
6.
30
+
0
:2
8
¡0
:2
8
52
3.
32
44
9
-3
%
1.
33
+
0
:0
4
¡0
:0
4
0.
87
+
0
:1
3
¡0
:1
2
2.
21
+
0
:3
5
¡0
:3
5
6.
94
+
0
:2
8
¡0
:2
8
63
6.
09
44
9
-5
%
1.
31
+ ¡
0.
82
+ ¡
2.
14
+ ¡
7.
05
+ ¡
96
3.
21
44
9
09
/0
6/
12
0
§0
%
1.
41
+
0
:0
6
¡0
:0
6
0.
42
+
0
:0
9
¡0
:0
9
2.
08
+
0
:8
5
¡0
:8
6
6.
98
+
0
:4
3
¡0
:4
2
20
4.
44
22
3
1
§0
%
1.
34
+
0
:0
7
¡0
:0
7
0.
80
+
0
:1
4
¡0
:1
4
1.
34
+
0
:5
1
¡0
:5
1
7.
34
+
0
:5
4
¡0
:5
3
40
1.
13
22
3
3
§0
%
1.
39
+
0
:0
7
¡0
:0
7
0.
80
+
0
:1
4
¡0
:1
4
2.
27
+
0
:5
7
¡0
:5
7
6.
42
+
0
:4
2
¡0
:4
2
23
2.
64
22
3
F
I
§0
%
1.
59
+
0
:0
6
¡0
:0
5
0.
44
+
0
:3
5
¡0
:0
8
1.
85
+
0
:3
0
¡0
:3
6
6.
62
+
0
:3
1
¡0
:3
1
23
1.
62
22
3
+
5%
1.
53
+
0
:0
4
¡0
:0
4
0.
92
+
0
:1
5
¡0
:1
5
1.
50
+
0
:4
2
¡0
:4
2
5.
67
+
0
:2
7
¡0
:2
6
57
5.
19
44
9
+
3%
1.
67
+
0
:0
4
¡0
:0
4
0.
93
+
0
:1
5
¡0
:1
5
1.
67
+
0
:4
1
¡0
:4
1
6.
20
+
0
:2
7
¡0
:2
7
55
8.
13
44
9
A
L
L
§0
%
1.
39
+
0
:0
4
¡0
:0
4
0.
95
+
0
:1
5
¡0
:1
4
1.
89
+
0
:3
9
¡0
:3
9
6.
97
+
0
:2
8
¡0
:2
7
69
5.
60
44
9
-3
%
1.
32
+ ¡
0.
96
+ ¡
2.
08
+ ¡
7.
70
+ ¡
99
1.
24
44
9
-5
%
1.
28
+ ¡
0.
97
+ ¡
2.
19
+ ¡
8.
16
+ ¡
12
58
.4
44
9
10
/0
6/
11
0
§0
%
1.
40
+
0
:0
7
¡0
:0
7
12
.2
6+
1
:6
2
¡1
:6
2
4.
60
+
1
:1
5
¡1
:1
4
6.
61
+
0
:4
3
¡0
:4
2
21
4.
53
22
3
1
§0
%
1.
42
+
0
:0
7
¡0
:0
7
1.
62
+
0
:1
8
¡0
:1
8
1.
94
+
0
:5
7
¡0
:5
8
6.
96
+
0
:5
4
¡0
:5
3
33
4.
87
22
3
表
B
.2
:
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
値

43
付 録C 各領域のスペクトル
1 0
ï 3
0 .
0 1
0 .
1
n o
r m
a l i
z e
d  
c o
u n
t s  
sï
1  k
e V
ï 1
LockmanHole051117
1 102 5
ï 4
ï 2
0
2
4
r
Energy (keV)
図 C.1: LockmanHole 051117 XIS0
1 0
ï 3
0 .
0 1
0 .
1
n o
r m
a l i
z e
d  
c o
u n
t s  
sï
1  k
e V
ï 1
LockmanHole051117
1 102 5
ï 4
ï 2
0
2
4
r
Energy (keV)
図 C.2: LockmanHole 051117 XIS1
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図 C.3: LockmanHole 051117 XIS2
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図 C.4: LockmanHole 051117 XIS3
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図 C.5: LockmanHole 051117 FI（XIS0+2+3）
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図 C.6: LockmanHole 051117 ALL（XIS0+1+2+3）
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図 C.7: LockmanHole 060517 XIS0
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図 C.8: LockmanHole 060517 XIS1
1 0
ï 3
0 .
0 1
0 .
1
n o
r m
a l i
z e
d  
c o
u n
t s  
sï
1  k
e V
ï 1
LockmanHole060517
1 102 5
ï 4
ï 2
0
2
4
r
Energy (keV)
図 C.9: LockmanHole 060517 XIS2
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図 C.10: LockmanHole 060517 XIS3
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図 C.11: LockmanHole 060517 FI（XIS0+2+3）
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図 C.12: LockmanHole060517ALL（XIS0+1+2+3）
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図 C.13: LockmanHole 070503 XIS0
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図 C.14: LockmanHole 070503 XIS1
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図 C.15: LockmanHole 070503 XIS3
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図 C.16: LockmanHole 070503 XIS03
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図 C.17: LockmanHole 070503 XIS013
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図 C.18: LockmanHole 080518 XIS0
1 0
ï 3
0 .
0 1
0 .
1
n o
r m
a l i
z e
d  
c o
u n
t s  
sï
1  k
e V
ï 1
LockmanHole 080518
1 102 5
ï 4
ï 2
0
2
4
r
Energy (keV)
図 C.19: LockmanHole 080518 XIS1
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図 C.20: LockmanHole 080518 XIS3
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図 C.21: LockmanHole 080518 FI（XIS0+3)
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図 C.22: LockmanHole 080518 ALL（XIS0+1+3）
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図 C.23: LockmanHole 090612 XIS0
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図 C.24: LockmanHole 090612 XIS1
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図 C.25: LockmanHole 090612 XIS3
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図 C.26: LockmanHole 090612 XIS03
48 付 録 C. 各領域のスペクトル
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図 C.27: LockmanHole 090612 XIS013
49
付 録D show all
2005 - 2009年 6月の Lockman Hole周辺の CXBスペクトルを、全センサーで足し合わせ、pegp-
wrlw+apec1+apec2モデルでフィットした結果を、xspecの show allで確認した（図 E.1 - 15）。
50 付 録 D. SHOW ALL
XSPEC version: 12.8.0
Tue Jun  3 14:02:58 2014
 Auto-saving is done after every command.
 Fit statistic in use: Chi-Squared
 Minimization technique: Levenberg-Marquardt
    Convergence criterion = 0.01
    Parameter fit deltas: 0.01 * parValue
 Always calculate parameter derivatives using full (slower) numerical differentiation: No
 Querying enabled.
 Prefit-renorming enabled.
 Solar abundance table: angr
 Photoionization Cross-Section Table:
    bcmc:  Balucinska-Church and McCammon, 1998
 Cosmology in use: H0 = 70 q0 = 0 Lambda0 = 0.73
 Model data directory: /usr/local/xray/heasoft/6.13/i386-apple-darwin10.8.0/../spectral/
modelData/
 Plot settings:
   Showing of individual additive components is ON.
   Showing of background spectra is OFF.
   Effective area normalization is OFF.
   Current unit settings:
      Energy     = keV
      Wavelength = angstrom, with Y-Axis displayed per Hz
   X-Axis data display mode: Energy
   Spectra plots will be shifted to source frame by redshift value z: 0
   Device: /xw
   Plotting of line IDs is OFF.
   Splashpage is ON.
   xlog for data plots is ON.
   ylog for data plots is OFF.
   Default plot rebin settings for all plot groups:
   Min. Signif.   Max. # Bins   Error Type
        0.00000             1         quad
 Responses read: 
   xis023.rmf.gz associated with spectrum 1 source 1
      energies: 7900 channels: 288
   xis1.rmf.gz associated with spectrum 2 source 2 data group 2
      energies: 7900 channels: 288
 Distinct RMF files: 
     xis023.rmf.gz     xis1.rmf.gz
2 files 2 spectra 
Spectrum 1  Spectral Data File: xi023cal.grp1
Net count rate (cts/s) for Spectrum:1  1.125e-01 +/- 1.009e-03 (57.7 % total)
 Assigned to Data Group 1 and Plot Group 1
  Noticed Channels:  36-262
  Telescope: UNKNOWN Instrument: UNKNOWN  Channel Type: PI
  Exposure Time: 2.29e+05 sec
 Using fit statistic: chi
 Using test statistic: chi
 Using Background File                xi023nxb.grp1
  Background Exposure Time: 4.965e+05 sec
 Using Response (RMF) File            xis023.rmf.gz for Source 1
 Spectral data counts: 44688
 Model predicted rate: 0.108876
Spectrum 2  Spectral Data File: xi1cal.grp1
図 D.1: LockmanHole 051117 show all p.1
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Net count rate (cts/s) for Spectrum:2  1.651e-01 +/- 2.867e-03 (29.2 % total)
 Assigned to Data Group 2 and Plot Group 2
  Noticed Channels:  36-262
  Telescope: SUZAKU Instrument: XIS1  Channel Type: PI
  Exposure Time: 7.604e+04 sec
 Using fit statistic: chi
 Using test statistic: chi
 Using Background File                xi1nxb.grp1
  Background Exposure Time: 5.103e+05 sec
 Using Response (RMF) File            xis1.rmf.gz for Source 2
 Using Auxiliary Response (ARF) File  xi1.arf
 Spectral data counts: 42974
 Model predicted rate: 0.166908
Current model list:
========================================================================
Model BI:constant<1>(apec<2> + apec<3> + wabs<4>*pegpwrlw<5>) Source No.: 2   Active/On
Model Model Component  Parameter  Unit     Value
 par  comp
                           Data group: 2
   1    1   constant   factor              1.03746      +/-  1.46156E-02  
   2    2   apec       kT         keV      8.00000E-02  = FI:2
   3    2   apec       Abundanc            1.00000      = FI:3
   4    2   apec       Redshift            0.0          = FI:4
   5    2   apec       norm                8.36068E-03  = FI:5
   6    3   apec       kT         keV      0.300000     = FI:6
   7    3   apec       Abundanc            1.00000      = FI:7
   8    3   apec       Redshift            0.0          = FI:8
   9    3   apec       norm                3.39223E-04  = FI:9
  10    4   wabs       nH         10^22    5.70000E-03  = FI:10
  11    5   pegpwrlw   PhoIndex            1.53619      = FI:11
  12    5   pegpwrlw   eMin       keV      2.00000      = FI:12
  13    5   pegpwrlw   eMax       keV      10.0000      = FI:13
  14    5   pegpwrlw   norm                8.70749      = FI:14
________________________________________________________________________
========================================================================
Model FI:constant<1>(apec<2> + apec<3> + wabs<4>*pegpwrlw<5>) Source No.: 1   Active/On
Model Model Component  Parameter  Unit     Value
 par  comp
                           Data group: 1
   1    1   constant   factor              1.00000      frozen
   2    2   apec       kT         keV      8.00000E-02  frozen
   3    2   apec       Abundanc            1.00000      frozen
   4    2   apec       Redshift            0.0          frozen
   5    2   apec       norm                8.36068E-03  +/-  5.00073E-04  
   6    3   apec       kT         keV      0.300000     frozen
   7    3   apec       Abundanc            1.00000      frozen
   8    3   apec       Redshift            0.0          frozen
   9    3   apec       norm                3.39223E-04  +/-  2.02019E-05  
  10    4   wabs       nH         10^22    5.70000E-03  frozen
  11    5   pegpwrlw   PhoIndex            1.53619      +/-  1.63162E-02  
  12    5   pegpwrlw   eMin       keV      2.00000      frozen
  13    5   pegpwrlw   eMax       keV      10.0000      frozen
  14    5   pegpwrlw   norm                8.70749      +/-  0.150122     
________________________________________________________________________
図 D.2: LockmanHole 051117 show all p.2
52 付 録 D. SHOW ALL
   Using energies from responses.
Fit statistic : Chi-Squared =         598.34 using 454 PHA bins.
Test statistic : Chi-Squared =         598.34 using 454 PHA bins.
 Reduced chi-squared =         1.3326 for    449 degrees of freedom 
 Null hypothesis probability =   2.810958e-06
 Weighting method: standard
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XSPEC version: 12.8.0
Tue Jun  3 14:02:58 2014
 Auto-saving is done after every command.
 Fit statistic in use: Chi-Squared
 Minimization technique: Levenberg-Marquardt
    Convergence criterion = 0.01
    Parameter fit deltas: 0.01 * parValue
 Always calculate parameter derivatives using full (slower) numerical differentiation: No
 Querying enabled.
 Prefit-renorming enabled.
 Solar abundance table: angr
 Photoionization Cross-Section Table:
    bcmc:  Balucinska-Church and McCammon, 1998
 Cosmology in use: H0 = 70 q0 = 0 Lambda0 = 0.73
 Model data directory: /usr/local/xray/heasoft/6.13/i386-apple-darwin10.8.0/../spectral/
modelData/
 Plot settings:
   Showing of individual additive components is ON.
   Showing of background spectra is OFF.
   Effective area normalization is OFF.
   Current unit settings:
      Energy     = keV
      Wavelength = angstrom, with Y-Axis displayed per Hz
   X-Axis data display mode: Energy
   Spectra plots will be shifted to source frame by redshift value z: 0
   Device: /xw
   Plotting of line IDs is OFF.
   Splashpage is ON.
   xlog for data plots is ON.
   ylog for data plots is OFF.
   Default plot rebin settings for all plot groups:
   Min. Signif.   Max. # Bins   Error Type
        0.00000             1         quad
 Responses read: 
   xis023.rmf.gz associated with spectrum 1 source 1
      energies: 7900 channels: 288
   xis1.rmf.gz associated with spectrum 2 source 2 data group 2
      energies: 7900 channels: 288
 Distinct RMF files: 
     xis023.rmf.gz     xis1.rmf.gz
2 files 2 spectra 
Spectrum 1  Spectral Data File: xi023cal.grp1
Net count rate (cts/s) for Spectrum:1  1.125e-01 +/- 1.009e-03 (57.7 % total)
 Assigned to Data Group 1 and Plot Group 1
  Noticed Channels:  36-262
  Telescope: UNKNOWN Instrument: UNKNOWN  Channel Type: PI
  Exposure Time: 2.29e+05 sec
 Using fit statistic: chi
 Using test statistic: chi
 Using Background File                xi023nxb.grp1
  Background Exposure Time: 4.965e+05 sec
 Using Response (RMF) File            xis023.rmf.gz for Source 1
 Spectral data counts: 44688
 Model predicted rate: 0.108876
Spectrum 2  Spectral Data File: xi1cal.grp1
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Net count rate (cts/s) for Spectrum:2  1.651e-01 +/- 2.867e-03 (29.2 % total)
 Assigned to Data Group 2 and Plot Group 2
  Noticed Channels:  36-262
  Telescope: SUZAKU Instrument: XIS1  Channel Type: PI
  Exposure Time: 7.604e+04 sec
 Using fit statistic: chi
 Using test statistic: chi
 Using Background File                xi1nxb.grp1
  Background Exposure Time: 5.103e+05 sec
 Using Response (RMF) File            xis1.rmf.gz for Source 2
 Using Auxiliary Response (ARF) File  xi1.arf
 Spectral data counts: 42974
 Model predicted rate: 0.166908
Current model list:
========================================================================
Model BI:constant<1>(apec<2> + apec<3> + wabs<4>*pegpwrlw<5>) Source No.: 2   Active/On
Model Model Component  Parameter  Unit     Value
 par  comp
                           Data group: 2
   1    1   constant   factor              1.03746      +/-  1.46156E-02  
   2    2   apec       kT         keV      8.00000E-02  = FI:2
   3    2   apec       Abundanc            1.00000      = FI:3
   4    2   apec       Redshift            0.0          = FI:4
   5    2   apec       norm                8.36068E-03  = FI:5
   6    3   apec       kT         keV      0.300000     = FI:6
   7    3   apec       Abundanc            1.00000      = FI:7
   8    3   apec       Redshift            0.0          = FI:8
   9    3   apec       norm                3.39223E-04  = FI:9
  10    4   wabs       nH         10^22    5.70000E-03  = FI:10
  11    5   pegpwrlw   PhoIndex            1.53619      = FI:11
  12    5   pegpwrlw   eMin       keV      2.00000      = FI:12
  13    5   pegpwrlw   eMax       keV      10.0000      = FI:13
  14    5   pegpwrlw   norm                8.70749      = FI:14
________________________________________________________________________
========================================================================
Model FI:constant<1>(apec<2> + apec<3> + wabs<4>*pegpwrlw<5>) Source No.: 1   Active/On
Model Model Component  Parameter  Unit     Value
 par  comp
                           Data group: 1
   1    1   constant   factor              1.00000      frozen
   2    2   apec       kT         keV      8.00000E-02  frozen
   3    2   apec       Abundanc            1.00000      frozen
   4    2   apec       Redshift            0.0          frozen
   5    2   apec       norm                8.36068E-03  +/-  5.00073E-04  
   6    3   apec       kT         keV      0.300000     frozen
   7    3   apec       Abundanc            1.00000      frozen
   8    3   apec       Redshift            0.0          frozen
   9    3   apec       norm                3.39223E-04  +/-  2.02019E-05  
  10    4   wabs       nH         10^22    5.70000E-03  frozen
  11    5   pegpwrlw   PhoIndex            1.53619      +/-  1.63162E-02  
  12    5   pegpwrlw   eMin       keV      2.00000      frozen
  13    5   pegpwrlw   eMax       keV      10.0000      frozen
  14    5   pegpwrlw   norm                8.70749      +/-  0.150122     
________________________________________________________________________
図 D.5: LockmanHole 060517 show all p.2
55
   Using energies from responses.
Fit statistic : Chi-Squared =         598.34 using 454 PHA bins.
Test statistic : Chi-Squared =         598.34 using 454 PHA bins.
 Reduced chi-squared =         1.3326 for    449 degrees of freedom 
 Null hypothesis probability =   2.810958e-06
 Weighting method: standard
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XSPEC version: 12.8.0
Tue Jan  6 21:05:45 2015
 Auto-saving is done after every command.
 Fit statistic in use: Chi-Squared
 Minimization technique: Levenberg-Marquardt
    Convergence criterion = 0.01
    Parameter fit deltas: 0.01 * parValue
 Always calculate parameter derivatives using full (slower) numerical differentiation: No
 Querying enabled.
 Prefit-renorming enabled.
 Solar abundance table: angr
 Photoionization Cross-Section Table:
    bcmc:  Balucinska-Church and McCammon, 1998
 Cosmology in use: H0 = 70 q0 = 0 Lambda0 = 0.73
 Model data directory: /usr/local/xray/heasoft/6.13/i386-apple-darwin10.8.0/../spectral/
modelData/
 Plot settings:
   Showing of individual additive components is ON.
   Showing of background spectra is OFF.
   Effective area normalization is OFF.
   Current unit settings:
      Energy     = keV
      Wavelength = angstrom, with Y-Axis displayed per Hz
   X-Axis data display mode: Energy
   Spectra plots will be shifted to source frame by redshift value z: 0
   Device: /xw
   Plotting of line IDs is OFF.
   Splashpage is ON.
   xlog for data plots is ON.
   ylog for data plots is OFF.
   Default plot rebin settings for all plot groups:
   Min. Signif.   Max. # Bins   Error Type
        0.00000             1         quad
 Responses read: 
   xis03.rmf.gz associated with spectrum 1 source 1
      energies: 7900 channels: 288
   xis1.rmf.gz associated with spectrum 2 source 2 data group 2
      energies: 7900 channels: 288
 Distinct RMF files: 
     xis03.rmf.gz     xis1.rmf.gz
2 files 2 spectra 
Spectrum 1  Spectral Data File: xi03_excal.grp1
Net count rate (cts/s) for Spectrum:1  6.057e-02 +/- 9.014e-04 (44.8 % total)
 Assigned to Data Group 1 and Plot Group 1
  Noticed Channels:  36-262
  Telescope: UNKNOWN Instrument: UNKNOWN  Channel Type: PI
  Exposure Time: 1.922e+05 sec
 Using fit statistic: chi
 Using test statistic: chi
 Using Background File                xi03_nxb.grp1
  Background Exposure Time: 6.879e+05 sec
 Using Response (RMF) File            xis03.rmf.gz for Source 1
 Spectral data counts: 25993
 Model predicted rate: 5.93795E-02
Spectrum 2  Spectral Data File: xi1_excal.grp1
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Net count rate (cts/s) for Spectrum:2  1.141e-01 +/- 2.225e-03 (26.4 % total)
 Assigned to Data Group 2 and Plot Group 2
  Noticed Channels:  36-262
  Telescope: SUZAKU Instrument: XIS1  Channel Type: PI
  Exposure Time: 9.608e+04 sec
 Using fit statistic: chi
 Using test statistic: chi
 Using Background File                xi1_nxb.grp1
  Background Exposure Time: 7.228e+05 sec
 Using Response (RMF) File            xis1.rmf.gz for Source 2
 Using Auxiliary Response (ARF) File  xis1.arf
 Spectral data counts: 41612
 Model predicted rate: 9.19990E-02
Current model list:
========================================================================
Model BI:constant<1>(apec<2> + apec<3> + wabs<4>*pegpwrlw<5>) Source No.: 2   Active/On
Model Model Component  Parameter  Unit     Value
 par  comp
                           Data group: 2
   1    1   constant   factor              1.15051      +/-  2.26734E-02  
   2    2   apec       kT         keV      8.00000E-02  = FI:2
   3    2   apec       Abundanc            1.00000      = FI:3
   4    2   apec       Redshift            0.0          = FI:4
   5    2   apec       norm                1.04849E-02  = FI:5
   6    3   apec       kT         keV      0.300000     = FI:6
   7    3   apec       Abundanc            1.00000      = FI:7
   8    3   apec       Redshift            0.0          = FI:8
   9    3   apec       norm                1.75644E-04  = FI:9
  10    4   wabs       nH         10^22    5.70000E-03  = FI:10
  11    5   pegpwrlw   PhoIndex            1.36156      = FI:11
  12    5   pegpwrlw   eMin       keV      2.00000      = FI:12
  13    5   pegpwrlw   eMax       keV      10.0000      = FI:13
  14    5   pegpwrlw   norm                6.27061      = FI:14
________________________________________________________________________
========================================================================
Model FI:constant<1>(apec<2> + apec<3> + wabs<4>*pegpwrlw<5>) Source No.: 1   Active/On
Model Model Component  Parameter  Unit     Value
 par  comp
                           Data group: 1
   1    1   constant   factor              1.00000      frozen
   2    2   apec       kT         keV      8.00000E-02  frozen
   3    2   apec       Abundanc            1.00000      frozen
   4    2   apec       Redshift            0.0          frozen
   5    2   apec       norm                1.04849E-02  +/-  6.22332E-04  
   6    3   apec       kT         keV      0.300000     frozen
   7    3   apec       Abundanc            1.00000      frozen
   8    3   apec       Redshift            0.0          frozen
   9    3   apec       norm                1.75644E-04  +/-  1.73865E-05  
  10    4   wabs       nH         10^22    5.70000E-03  frozen
  11    5   pegpwrlw   PhoIndex            1.36156      +/-  2.26708E-02  
  12    5   pegpwrlw   eMin       keV      2.00000      frozen
  13    5   pegpwrlw   eMax       keV      10.0000      frozen
  14    5   pegpwrlw   norm                6.27061      +/-  0.149617     
________________________________________________________________________
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   Using energies from responses.
Fit statistic : Chi-Squared =         593.98 using 454 PHA bins.
Test statistic : Chi-Squared =         593.98 using 454 PHA bins.
 Reduced chi-squared =         1.3229 for    449 degrees of freedom 
 Null hypothesis probability =   4.950197e-06
 Weighting method: standard
 
図 D.9: LockmanHole 070503 show all p.3
59
XSPEC version: 12.8.0
Tue Jan  6 18:38:52 2015
 Auto-saving is done after every command.
 Fit statistic in use: Chi-Squared
 Minimization technique: Levenberg-Marquardt
    Convergence criterion = 0.01
    Parameter fit deltas: 0.01 * parValue
 Always calculate parameter derivatives using full (slower) numerical differentiation: No
 Querying enabled.
 Prefit-renorming enabled.
 Solar abundance table: angr
 Photoionization Cross-Section Table:
    bcmc:  Balucinska-Church and McCammon, 1998
 Cosmology in use: H0 = 70 q0 = 0 Lambda0 = 0.73
 Model data directory: /usr/local/xray/heasoft/6.13/i386-apple-darwin10.8.0/../spectral/
modelData/
 Plot settings:
   Showing of individual additive components is ON.
   Showing of background spectra is OFF.
   Effective area normalization is OFF.
   Current unit settings:
      Energy     = keV
      Wavelength = angstrom, with Y-Axis displayed per Hz
   X-Axis data display mode: Energy
   Spectra plots will be shifted to source frame by redshift value z: 0
   Device: /xw
   Plotting of line IDs is OFF.
   Splashpage is ON.
   xlog for data plots is ON.
   ylog for data plots is OFF.
   Default plot rebin settings for all plot groups:
   Min. Signif.   Max. # Bins   Error Type
        0.00000             1         quad
 Responses read: 
   xis03.rmf.gz associated with spectrum 1 source 1
      energies: 7900 channels: 288
   xis1.rmf.gz associated with spectrum 2 source 2 data group 2
      energies: 7900 channels: 288
 Distinct RMF files: 
     xis03.rmf.gz     xis1.rmf.gz
2 files 2 spectra 
Spectrum 1  Spectral Data File: xi03_excal.grp1
Net count rate (cts/s) for Spectrum:1  6.000e-02 +/- 9.817e-04 (42.0 % total)
 Assigned to Data Group 1 and Plot Group 1
  Noticed Channels:  36-262
  Telescope: UNKNOWN Instrument: UNKNOWN  Channel Type: PI
  Exposure Time: 1.668e+05 sec
 Using fit statistic: chi
 Using test statistic: chi
 Using Background File                xi03_nxb.grp1
  Background Exposure Time: 7.781e+05 sec
 Using Response (RMF) File            xis03.rmf.gz for Source 1
 Spectral data counts: 23855
 Model predicted rate: 5.87407E-02
Spectrum 2  Spectral Data File: xi1_excal.grp1
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Net count rate (cts/s) for Spectrum:2  1.078e-01 +/- 2.476e-03 (22.9 % total)
 Assigned to Data Group 2 and Plot Group 2
  Noticed Channels:  36-262
  Telescope: SUZAKU Instrument: XIS1  Channel Type: PI
  Exposure Time: 8.342e+04 sec
 Using fit statistic: chi
 Using test statistic: chi
 Using Background File                xi1_nxb.grp1
  Background Exposure Time: 7.263e+05 sec
 Using Response (RMF) File            xis1.rmf.gz for Source 2
 Using Auxiliary Response (ARF) File  xis1.arf
 Spectral data counts: 39200
 Model predicted rate: 8.58977E-02
Current model list:
========================================================================
Model BI:constant<1>(apec<2> + apec<3> + wabs<4>*pegpwrlw<5>) Source No.: 2   Active/On
Model Model Component  Parameter  Unit     Value
 par  comp
                           Data group: 2
   1    1   constant   factor              1.08252      +/-  2.41974E-02  
   2    2   apec       kT         keV      8.00000E-02  = FI:2
   3    2   apec       Abundanc            1.00000      = FI:3
   4    2   apec       Redshift            0.0          = FI:4
   5    2   apec       norm                8.34247E-03  = FI:5
   6    3   apec       kT         keV      0.300000     = FI:6
   7    3   apec       Abundanc            1.00000      = FI:7
   8    3   apec       Redshift            0.0          = FI:8
   9    3   apec       norm                2.00689E-04  = FI:9
  10    4   wabs       nH         10^22    5.70000E-03  = FI:10
  11    5   pegpwrlw   PhoIndex            1.39296      = FI:11
  12    5   pegpwrlw   eMin       keV      2.00000      = FI:12
  13    5   pegpwrlw   eMax       keV      10.0000      = FI:13
  14    5   pegpwrlw   norm                6.30405      = FI:14
________________________________________________________________________
========================================================================
Model FI:constant<1>(apec<2> + apec<3> + wabs<4>*pegpwrlw<5>) Source No.: 1   Active/On
Model Model Component  Parameter  Unit     Value
 par  comp
                           Data group: 1
   1    1   constant   factor              1.00000      frozen
   2    2   apec       kT         keV      8.00000E-02  frozen
   3    2   apec       Abundanc            1.00000      frozen
   4    2   apec       Redshift            0.0          frozen
   5    2   apec       norm                8.34247E-03  +/-  7.53196E-04  
   6    3   apec       kT         keV      0.300000     frozen
   7    3   apec       Abundanc            1.00000      frozen
   8    3   apec       Redshift            0.0          frozen
   9    3   apec       norm                2.00689E-04  +/-  2.16770E-05  
  10    4   wabs       nH         10^22    5.70000E-03  frozen
  11    5   pegpwrlw   PhoIndex            1.39296      +/-  2.50998E-02  
  12    5   pegpwrlw   eMin       keV      2.00000      frozen
  13    5   pegpwrlw   eMax       keV      10.0000      frozen
  14    5   pegpwrlw   norm                6.30405      +/-  0.165378     
________________________________________________________________________
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   Using energies from responses.
Fit statistic : Chi-Squared =         523.32 using 454 PHA bins.
Test statistic : Chi-Squared =         523.32 using 454 PHA bins.
 Reduced chi-squared =         1.1655 for    449 degrees of freedom 
 Null hypothesis probability =   8.727397e-03
 Weighting method: standard
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XSPEC version: 12.8.0
Wed Jan  7 17:09:15 2015
 Auto-saving is done after every command.
 Fit statistic in use: Chi-Squared
 Minimization technique: Levenberg-Marquardt
    Convergence criterion = 0.01
    Parameter fit deltas: 0.01 * parValue
 Always calculate parameter derivatives using full (slower) numerical differentiation: No
 Querying enabled.
 Prefit-renorming enabled.
 Solar abundance table: angr
 Photoionization Cross-Section Table:
    bcmc:  Balucinska-Church and McCammon, 1998
 Cosmology in use: H0 = 70 q0 = 0 Lambda0 = 0.73
 Model data directory: /usr/local/xray/heasoft/6.13/i386-apple-darwin10.8.0/../spectral/
modelData/
 Plot settings:
   Showing of individual additive components is OFF.
   Showing of background spectra is OFF.
   Effective area normalization is OFF.
   Current unit settings:
      Energy     = keV
      Wavelength = angstrom, with Y-Axis displayed per Hz
   X-Axis data display mode: Energy
   Spectra plots will be shifted to source frame by redshift value z: 0
   Device: /xw
   Plotting of line IDs is OFF.
   Splashpage is ON.
   xlog for data plots is ON.
   ylog for data plots is OFF.
   Default plot rebin settings for all plot groups:
   Min. Signif.   Max. # Bins   Error Type
        0.00000             1         quad
 Responses read: 
   xis03.rmf.gz associated with spectrum 1 source 1
      energies: 7900 channels: 288
   xis1.rmf.gz associated with spectrum 2 source 2 data group 2
      energies: 7900 channels: 288
 Distinct RMF files: 
     xis03.rmf.gz     xis1.rmf.gz
2 files 2 spectra 
Spectrum 1  Spectral Data File: xi03_excal.grp1
Net count rate (cts/s) for Spectrum:1  6.404e-02 +/- 9.636e-04 (43.5 % total)
 Assigned to Data Group 1 and Plot Group 1
  Noticed Channels:  36-262
  Telescope: UNKNOWN Instrument: UNKNOWN  Channel Type: PI
  Exposure Time: 1.857e+05 sec
 Using fit statistic: chi
 Using test statistic: chi
 Using Background File                xi03_nxb.grp1
  Background Exposure Time: 6.137e+05 sec
 Using Response (RMF) File            xis03.rmf.gz for Source 1
 Spectral data counts: 27343
 Model predicted rate: 6.17690E-02
Spectrum 2  Spectral Data File: xi1_excal.grp1
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Net count rate (cts/s) for Spectrum:2  1.073e-01 +/- 2.366e-03 (23.2 % total)
 Assigned to Data Group 2 and Plot Group 2
  Noticed Channels:  36-262
  Telescope: SUZAKU Instrument: XIS1  Channel Type: PI
  Exposure Time: 9.285e+04 sec
 Using fit statistic: chi
 Using test statistic: chi
 Using Background File                xi1_nxb.grp1
  Background Exposure Time: 5.807e+05 sec
 Using Response (RMF) File            xis1.rmf.gz for Source 2
 Using Auxiliary Response (ARF) File  xis1.arf
 Spectral data counts: 42964
 Model predicted rate: 8.18804E-02
Current model list:
========================================================================
Model BI:constant<1>(apec<2> + apec<3> + wabs<4>*pegpwrlw<5>) Source No.: 2   Active/On
Model Model Component  Parameter  Unit     Value
 par  comp
                           Data group: 2
   1    1   constant   factor              0.965712     +/-  2.12273E-02  
   2    2   apec       kT         keV      8.00000E-02  = FI:2
   3    2   apec       Abundanc            1.00000      = FI:3
   4    2   apec       Redshift            0.0          = FI:4
   5    2   apec       norm                9.47894E-03  = FI:5
   6    3   apec       kT         keV      0.300000     = FI:6
   7    3   apec       Abundanc            1.00000      = FI:7
   8    3   apec       Redshift            0.0          = FI:8
   9    3   apec       norm                1.88986E-04  = FI:9
  10    4   wabs       nH         10^22    5.70000E-03  = FI:10
  11    5   pegpwrlw   PhoIndex            1.38930      = FI:11
  12    5   pegpwrlw   eMin       keV      2.00000      = FI:12
  13    5   pegpwrlw   eMax       keV      10.0000      = FI:13
  14    5   pegpwrlw   norm                6.96555      = FI:14
________________________________________________________________________
========================================================================
Model FI:constant<1>(apec<2> + apec<3> + wabs<4>*pegpwrlw<5>) Source No.: 1   Active/On
Model Model Component  Parameter  Unit     Value
 par  comp
                           Data group: 1
   1    1   constant   factor              1.00000      frozen
   2    2   apec       kT         keV      8.00000E-02  frozen
   3    2   apec       Abundanc            1.00000      frozen
   4    2   apec       Redshift            0.0          frozen
   5    2   apec       norm                9.47894E-03  +/-  8.78665E-04  
   6    3   apec       kT         keV      0.300000     frozen
   7    3   apec       Abundanc            1.00000      frozen
   8    3   apec       Redshift            0.0          frozen
   9    3   apec       norm                1.88986E-04  +/-  2.36172E-05  
  10    4   wabs       nH         10^22    5.70000E-03  frozen
  11    5   pegpwrlw   PhoIndex            1.38930      +/-  2.33514E-02  
  12    5   pegpwrlw   eMin       keV      2.00000      frozen
  13    5   pegpwrlw   eMax       keV      10.0000      frozen
  14    5   pegpwrlw   norm                6.96555      +/-  0.166015     
________________________________________________________________________
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   Using energies from responses.
Fit statistic : Chi-Squared =         695.60 using 454 PHA bins.
Test statistic : Chi-Squared =         695.60 using 454 PHA bins.
 Reduced chi-squared =         1.5492 for    449 degrees of freedom 
 Null hypothesis probability =   6.423642e-13
 Weighting method: standard
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